
1 

平成 30 年 2 月 8 日記者発表資料 

市民文化スポーツ局文化企画課 

担 当 ： 川 邉 ・ 柳 井 

TEL：582-2391  FAX：581-5755 

北九州市文化振興計画に基づき、市民が文化芸術を身近に感じることが

できる環境づくりを行うなど文化施策を総合的に推進していく。 

 市制 55周年を契機に、文化芸術の力をまちづくりやにぎわいづくりに

生かす「創造都市」の実現に向けた取組みを加速させる。平成３０年度は、

「創造都市・北九州」の都市ブランドを発信する事業を行うほか、国の補

助金を活用し、地域経済の発展を牽引するメディア芸術の創造拠点形成に

向けた取組みを実施する。さらに、文化庁の「東アジア文化都市」（２０２

０年開催）の誘致に取り組む。 

また、次世代を担う子どもたちの豊かな感性や創造力を育むため、小学

3年生を対象とした美術鑑賞事業「ミュージアム・ツアー」を全校で実施

するなど、多くの市民が文化芸術に親しむ機会をより一層充実させる。  

そして、本市が誇る漫画や映画などのメディア芸術に関する事業を推進

するほか、「合唱の街」や「文学の街」といった地域資源を活かした取組み

を実施することで市民のシビックプライドを醸成していく。 

平成３０年度文化芸術関連予算 ３,８９５,２５７ （千円）

平成２９年度文化芸術関連予算 ４,５５３,３４３ （千円） 

        前年度比           ▲６５８,０８６  （千円） 

                  （▲１４.５％） 

    ※前年度から予算が減少した主な要因 

      美術館大規模修繕 ▲７５９,６００（０←７５９,６００） 

◆経常的な経費を除く戦略的な予算は増加 

平成３０年度文化芸術関連予算（特別経費）８４２,５５３千円 

平成 29年度文化芸術関連予算（特別経費）６９５,８７３千円 

前年度比              ＋１４６,６８０千円 

                         （＋２１.１％） 
※特別経費の主な事業は次ページ以降に記載 
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※主な事業と当初予算額 （）は前年度当初予算額 

＜文化芸術を生かした創造都市の実現に向けた取り組み＞ 

◆創造都市推進事業                 ５，３００千円 

市制55周年を契機に、文化芸術の力をまちづくりに活用する「創造都市・ 

北九州」の実現に向け、「北九州市アーツディレクター会議」の運営や、「２０２０

年東アジア文化都市」の開催誘致を行う。 

◆北九州メディア芸術創造拠点推進事業        ４３，０００千円 

 国の補助金を活用して、地域経済の発展を牽引する国際的なメディア芸術創造

拠点の形成に向けた、芸産学官連携による人材育成、ネットワーク構築、国際的な

イベント等を実施する。 

【主な事業】 

   〇○新国際的なマンガフェスタの誘致 

               １５，０００千円 

   〇○新アジアMANGAサミット事前会合関連 

                 ７，０００千円 

＜市民の文化芸術との“出会い”の場を提供＞ 

◆美術鑑賞事業「ミュージアム・ツアー」        ３５，０００千円 
                                （６，０００千円） 

小学３年生全員を対象に、リニューアル後の 

美術館を舞台とした、新たな美術鑑賞プログラム 

を実施する。優れた美術品の鑑賞に加え、世界的 

建築家が設計した本館、閑静な丘稜から海まで見 

渡せる美術の森公園の眺望などの体験を通して子 

どもたちの創造力と感性を育成することでシビッ 

クプライドの醸成を図る。

〇平成29年度試行実施：戸畑区と八幡東区の18校の小学3年生約900人が対象 

〇平成30年度本格実施：市内の全小学校の３年生約8,400人が対象 

◆優れた文化・芸術との“出会い”創造事業       １０，０００千円 

（１８，０００千円） 

将来の文化・芸術の担い手を育成し、本市の文化振興をさらに進めるとともに、

シビックプライドの醸成につなげていくため、放課後児童クラブへの訪問コンサー

トや小中学校における箏（こと）などの伝統文化体験事業など、若者や子どもたち

を中心に優れた文化・芸術との“出会い”の場・機会を創出する。 

（「ミュージアム・ツアー」の様子） 

（国際的なマンガフェスタ開催イメージ） 
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◆合唱の街づくり推進事業  ７，０００千円

（１２，０００千円） 

多くの市民が合唱に参加する街づくりを進めていくため、小倉駅など街かどでの

合唱コンサートや、認知症カフェでの合唱体験事業、中国・大連市の合唱団との交

流演奏会などを実施する。 

＜多彩な文化資源を活用した事業の実施＞ 

～ 文学や音楽の取組み ～ 

◆○新松本清張記念館開館２０周年記念事業       １４，０００千円 

 松本清張記念館開館20周年を記念して、講演会やコンサート等の多彩な事業

を実施することで、市民をはじめ、より多くの方が清張の人と作品に触れ、感じ

る機会を創出し、清張文学の魅力や「文学の街・北九州」を発信する。 

【主な事業】 

〇開館20周年記念講演会 

  20周年という節目の年に相応しい、著名な作家（横山秀夫氏）による講演会を開

催する。（平成３０年８月４日予定） 

〇「砂の器」シネマコンサート 

「砂の器」の音楽トラックを抜いた映画フィルムを上映し、それにあわせて 

劇伴音楽をフルオーケストラが演奏する上映付き演奏会を開催する。 

（平成３０年１１月２５日予定） 

◆児童文学の顕彰事業                  ５１，０００千円 
（１９，６００千円） 

  平成 30年度に開設予定の子ども図書館の一角に、本市ゆかりの児童文学者の功

績を学ぶことができる資料展示や、子どもたちがその作品の世界を体験し親しむこ

とができる「児童文学の顕彰コーナー」を整備する。 

 【主な事業】

〇○新展示コーナー、体験コーナー、閲覧コーナーの整備   １８，０００千円 

  〇○新リーフレット作成等の広報               １，０００千円 

◆北九州文学サロン管理運営事業           １１, ０００千円 

（１２，０００千円）

平成２９年3月に開設した「北九州文学サロン」で、地元商店街や大学生らと連

携した取り組みを一層強化し、周辺の文化施設等と協力して、「文学の街・北九州」

を積極的にＰＲするとともに、まちのにぎわいを創出する。 
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◆○新 北九州市立文学館展示リニューアル事業        ９，４００千円 

文学を取り巻く環境の変化や、平成以降に登 

場した現代作家の紹介、小中学生など若年層の 

来館者が少ないという課題を受け、「北九州市 

立文学館展示リニューアル基本計画」を策定した。 

この基本計画に基づき、2020年のリニューアル 

オープンに向け、展示方法の見直しや体験型・ 

体感型展示の導入等を行うための基本・実施設計を行う。 

◆2018 北九州国際音楽祭               ４０，０００千円 

※H29 は 30 回記念のため増額（５０，０００千円） 

市制２５周年を記念して始まり平成３０年度で３１回目を数える、本市の秋を彩

る音楽フェスティバル。海外オーケストラや室内楽のコンサートのほか、小中学生

の鑑賞教室や市民企画事業など、多彩なラインナップで開催する。 

※29 年度海外オーケストラ：チェコ・フィルハーモニー管弦楽団（29.10.7）

～ 漫画の取組み ～ 
◆北九州国際漫画大賞                  ７，０００千円 

（７，０００千円） 

東京オリンピックを目前にひかえ、漫画はクールジャパンを代表する日本文化と

して世界中で認知度・人気が高まっている。 

その漫画の持つ魅力・ポテンシャルを国内外に向けて広く発信し、漫画文化の普

及を図るため、北九州国際漫画大賞（４コマ漫画の国際公募コンテスト）を実施す

る。 

◆日中韓新人 MANGA 選手権              １０，０００千円 

                               （５，０００千円） 

漫画文化の普及・振興を図るため、漫画家を志す 

新人クリエーターの発掘、国際的な活躍への支援を 

行う日中韓新人MANGA選手権を３か国持ち回り 

で開催する。 

平成３０年度は北九州市において、西日本最大級の 

ポップカルチャーのイベント「KPF（北九州ポップ 

カルチャーフェスティバル）」のメインプログラムとして開催する。 

（現在の文学館・常設展示コーナー） 

（平成 29年度韓国での開催の様子） 
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～ ロケ地 北九州の魅力を国内外に発信する ～ 

◆関門連携による国内外映画・テレビドラマ誘致・支援事業    ２０，０００千円 

（２５，０００千円） 

◆みんなで創る「映画の街・北九州」ブランド発信事業       ５，０００千円 

（５，０００千円） 

本市の強みである映画やテレビドラマの 

撮影を支える優れた市民力と、魅力的な都市景観、 

豊かな自然などの優れたロケーションを活用し、 

ロケ誘致を進める。 

また、関門海峡を中心としたロケ地としての 

北九州市・下関市の魅力を活用して国内外の映画・ 

テレビドラマの誘致を行うほか、映画の街・北九州 

をテーマにした支援作品などを活用して、ＰＲイベントを開催し、「映画の街・ 

北九州」という都市ブランドを国内外に発信する。 

〇平成28年度の誘致・支援件数は35本（過去最高） 

         うち、海外作品は12本（過去最高） 

◆松永文庫企画事業                  ９，６００千円 

（９，０００千円）

松永文庫は平成28年度、日本映画批評家大賞特別賞を受賞したことにより、全

国的に注目を集めている。そこで、本市にゆかりの深い俳優・高倉健氏の特別展を

開催するほか、郷土の文芸作品映画の資料展を開催するなど、「映画の街・北九州」

を国内外に強力に発信する。 

～ 外国人観光客にも対応した文化施設の魅力向上を図る ～ 

◆○新文化関連施設多言語化推進事業          ６，０００千円 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を見据え、インバウンド

（訪日外国人）対応の強化を図るため、美術館やいのちのたび博物館、松本清張記

念館などを外国語で紹介するホームページを新設するなど、市内の文化関連施設の

多言語化を推進する。

（中国映画「 介 錯 人

かいしゃくにん

」製作発表）
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～ 美術館や博物館の魅力ある企画展の開催 ～ 

◆美術館企画展                   １３９，５１７千円 

                              （１２５，３１２千円）

 リニューアル後の美術館で、多彩な企画展を開催し、本市の美術文化の振興を

積極的に推進する。併せて美術館分館においても、引き続き魅力ある企画展を開

催する。 

   【主な企画展】 

〇美術館本館・・・大ルオー展（本館・冬） 

〇美術館分館・・・石川直樹写真展 ～ この星の光の地図を写す ～（分館・秋）  

◆いのちのたび博物館の特別展の充実          ４９，９２２千円

※H29 は 15 周年のため増額（５５，６００千円） 

さらなる新規来館者の獲得やリピーターの定着を図るため、春、夏、秋に話題性 

に富んだ魅力的な特別展を開催する。 

〇春の特別展 「Bones～骨、ほね、ホネ～」 

   〇夏の特別展 （仮称）「ストレンジアニマルズ～今と昔の奇妙な生きもの～」 

   〇秋の特別展 （仮称）「食のふしぎー楽しく学ぶ箸と和食の文化史 」

～ 舞台芸術の拠点 北九州芸術劇場の計画的な改修～ 

◆北九州芸術劇場修繕工事               １５２，８００千円

（６０，７７０千円）

   本市の芸術文化の拠点施設である北九州芸術劇場については、開館１０年目を迎

える平成２５年度から計画的な修繕・改修を進めている。平成３０年度は大、中、

小劇場の舞台演出に使用する劇場運営用カメラ・モニターシステムと、防災・防犯

のための監視用カメラシステムの更新を行う。 
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主な事業に関するお問合せ先  

重点的な取組み（事業）名 担 当 

＜文化芸術を生かした創造都市の実現に向けた取り組み＞ 

１ 創造都市推進事業 文化企画課（文化創造都市推進ライン） 

２ 北九州メディア芸術創造拠点推進事業 文化企画課（メディア芸術ライン） 

＜市民の文化芸術との“出会い”の場を提供＞ 

３ 美術鑑賞事業「ミュージアム・ツアー」 美術館 

４ 優れた文化・芸術との“出会い”創造事業 文化企画課（美術・舞台芸術ライン） 

５ 合唱の街づくり推進事業 文化企画課（美術・舞台芸術ライン） 

＜多彩な文化資源を活用した事業の実施＞ 

６ ○新松本清張記念館開館２０周年記念事業 松本清張記念館 

７ 児童文学の顕彰事業  文化企画課（文芸ライン） 

８ 北九州文学サロン管理運営事業 文化企画課（文芸ライン） 

９ ○新北九州市立文学館展示リニューアル事業 文学館 

10 2018北九州国際音楽祭 文化企画課（美術・舞台芸術ライン） 

11 北九州国際漫画大賞 漫画ミュージアム 

12 日中韓新人MANGA選手権 漫画ミュージアム 

13 関門連携による国内外映画・テレビドラマ誘致・支援事業 文化企画課（メディア芸術ライン） 

14 みんなで創る「映画の街・北九州」ブランド発信事業  文化企画課（メディア芸術ライン） 

15 松永文庫企画事業 文化企画課（メディア芸術ライン） 

16 ○新文化関連施設多言語化推進事業  文化企画課（文化企画係） 

17 美術館企画展 美術館 

18 いのちのたび博物館の特別展の充実 いのちのたび博物館 

19 北九州芸術劇場修繕工事 文化企画課（施設係） 

文化企画課：５８２－２３９１     文学館：５７１－１５０５ 

漫画ミュージアム：５１２－５０７７  美術館：８８２－７７７７ 

いのちのたび博物館：６８１－１０１１ 松本清張記念館：５８２－２７６１ 


